
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
湯水を噴出する噴出ノズルと、噴出ノズルの近傍に設けられ、 ノズルと身体の距離を
計測するセンサーと、前記センサーからの信号を受けて

動かす制御手段を備えた入浴装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明はシャワー式の入浴装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種類の入浴装置は、入浴者の身体に向け、この身体のまわり各所から湯水を霧
状に噴出させる個別の複数の霧状噴出ノズルを備えている。したがってこの複数の霧状噴
出ノズルを用いて、入浴装置の洗浄や消毒などを高温の湯水で行うと、高温の湯水が通過
して金属製ノズルが熱くなった（特開平０５－７６４５９号公報）。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
このような従来の装置では、上記した如く入浴装置を霧状噴出ノズルを用いて、洗浄消毒
すると、高温の湯水が通過して金属ノズルが熱くなる。また入浴中も、ノズルの先から噴
出した湯水は霧状の噴出であり、普通のシャワーと比較して、シャワーノズルから噴出さ
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噴出
、身体が噴出ノズルに接触する前

に、噴出ノズルを身体に接触しない位置まで



れる湯水の粒が小さく、入浴者の身体に湯水があたるまでに、入浴装置内に霧状噴出湯水
の熱が奪われる。そのため熱損出分を考慮にいれて、普通のシャワーよりも若干高めに温
度設定をしておく必要があり、長時間霧状噴出ノズルでシャワーを浴びていると、金属製
のノズルが熱くなるという課題があった。
【０００４】
本発明は上記課題に鑑みてなしたもので、熱くなったノズルに入浴者等が触れないように
することを目的とする。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記目的を達成するため、湯水を噴出する噴出ノズルの周囲を、低熱伝導材料で
構成したノズルカバーで覆う、あるいは湯水を噴出する噴出ノズルに低熱伝導材料で構成
した噴出ノズルを用いる、あるいは湯水を噴出する噴出ノズルの近傍にセンサーを設け、
入浴者等の身体が ノズルに接触する前に、 ノズルの位置を動かす手段を備えてい
る。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明は、湯水を噴出する噴出ノズルの周囲を低熱伝導材料で構成したノズルカバーで覆
う、あるいは湯水を噴出する噴出ノズルに低熱伝導材料で構成した噴出ノズルを用いる、
あるいは湯水を噴出する噴出ノズルの先端にセンサーを設けることによって、入浴装置を
洗浄あるいは消毒している人、あるいは入浴者の身体が、湯水が通過して熱くなった
ノズルに接触するのを防止することができる。
【０００７】
以下は本発明の一実施の形態を図１を用いて説明する。
【０００８】
図１において、合成樹脂製のシャワー室本体１には、その中央下部に椅子となる座部２が
一体に形成してあり、さらに座部２を包囲するようにシャワー室本体１の壁面３には、座
部２に座る入浴者４を包み込むように湯水を噴出する位置に設けられた霧状噴出ノズル５
が設置されている。また霧状噴出ノズル５の周囲は、耐熱樹脂製のノズルカバー６で覆わ
れている。このことにより、シャワー室本体１を洗浄あるいは消毒する人や入浴者４の身
体が、シャワー室本体１の洗浄や消毒に使用した高温の湯水の通過や長時間の入浴によっ
て熱くなった霧状噴出ノズル５に接触する恐れがなくなる。
【０００９】
なお、ノズルカバー６の材料を耐熱樹脂で説明したが、これは低熱伝導材料で、かつノズ
ルカバーに成形可能な材料であればどのようなものであってもよい。
【００１０】
また ノズル自体を低熱伝導材料を用いて製造してもよく、この場合は ノ
ズル自体の温度を低く維持できる。
【００１１】
次に本説明の他の実施の形態について、図２を用いて説明する。
【００１２】
図２に於いて、合成樹脂製のシャワー室本体１には、その中央下部に椅子となる座部２が
一体に形成してあり、さらに座部２を包囲するようにシャワー室本体１の壁面３には、座
部２に座る入浴者４を包み込むように湯水を噴出する位置に設けられた霧状噴出ノズル５
が設置されている。霧状噴出ノズル５の例えば先端には、センサー７が設置されており、
霧状噴出ノズル５とシャワー室本体１を洗浄あるいは消毒している人や入浴者４などシャ
ワー室本体１内にいる人の身体との距離を測定し、霧状噴出ノズル５に人の身体が接近す
ると、霧状噴出ノズル５に人の身体が接触する前に、制御手段８に信号をおくり、霧状噴
出ノズル５が設けられている壁面３に霧状噴出ノズル５を収納するという制御をする仕様
になっている。
【００１３】
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上記構成を用いると、シャワー室本体１を洗浄あるいは消毒している人や入浴者４などシ
ャワー室本体１内にいる人が、シャワー室本体１の洗浄や消毒に使用した高温の湯水の通
過や長時間入浴によって熱くなった霧状噴出ノズル５に接触するのを防止することができ
る。
【００１４】
【発明の効果】
以上の実施の形態の説明より明らかなように、本発明によれば、下記の効果が得られる。
【００１５】
（１）入浴者の身体に向けて湯水を噴出する ノズルのまわりを低熱伝導材料で構成し
たノズルカバーで覆っているから、湯水が通過して熱くなった ノズルの熱をノズルカ
バーが隔離するようになり、入浴者等の身体が ノズルに触れるのを防止することがで
きる。
【００１６】
（２）入浴者の身体に向けて湯水を噴出する ノズル自体を低熱伝導材料で構成してい
るから、 ノズル自体の温度を低く維持することができる。
【００１７】
（３）入浴者の身体に向けて湯水を噴出する ノズルの近傍にセンサーをつけ、入浴者
の身体と ノズルの距離を測定して、入浴者が ノズルに接触する前に、身体に接触
しない位置まで ノズルを動かすから、入浴者等の身体が ノズルに触れるのを防止
することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施の形態を示す入浴装置の構成図
【図２】本発明の他の実施の形態を示す入浴装置の構成図
【符号の説明】
５　 ノズル
６　ノズルカバー
７　センサー
８　制御手段
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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